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 研究要旨 
Food-Chain における薬剤耐性菌の実態調査及び分布要因を明らかにすることを目的に、市販肉におけ

るメチシリン耐性黄色ブドウ球菌とセフォタキシム（CTX）耐性大腸菌の分布、およびブロイラー鶏群に

おけるサルモネラを対象に調査した。 

2025年度に北海道・東北、関東、中部、関西および九州で実施した調査で、豚肉のMRSA陽性率は低く

（0.6％、1/150）、鶏肉 105 検体および牛肉 10 検体からは分離されなかった。国産鶏肉 100 検体におけ

る CTX耐性大腸菌の汚染は、全体では 52.0％（52検体）で、北海道・東北（13.6％、22検体中 3検体）

に比べ、中部（52.9％、17 検体中 9 検体）、関西（63.2％、19 検体中 12 検体）や九州（66.7％、42 検

体中 28 検体）で高率で、昨年の調査と同様に「西高東低」が認められた。しかし、汚染菌量は、2CFU/

ｇ以下が大部分を占めた。全体では、ストレプトマイシン（SM）やテトラサイクリン（TC）に対する耐

性が 50％以上に認められたが、メロペネムに対する耐性は認められなかった。東北以西ではカナマイシ

ン（KM）耐性が高く、関西ではナリジクス酸とシプロフロキサシン耐性が低い傾向が認められた。中部

のサンプルでゲンタマイシン耐性（9.9％）とコリスチン耐性（0.8％）が低率に認められた。CTX 耐性

大腸菌において、様々な薬剤に対する耐性の分布に地域性が示唆された。

前課題で４カ所のスーパーマーケットで国産鶏肉を毎月購入して分離した CTX 耐性大腸菌 182 株（92

検体）のゲノム解析結果、17 種の MLST 型が認められ、ST2792（25 検体、61 株）が最も多く、次いで

ST162（11検体、22株）、ST117（8検体、14株）、ST602（7検体、15株）の順で認められた。ST2792、

ST117、および ST162 は 4 店舗すべてで分離され、ST602 は 2 店舗で分離された。その他の ST 型は 1～2

検体で分離された。ST2792 大腸菌 61 株は全て CTX-M-2 であったが、血清型は多様（7 血清型）であっ

た。ST602 大腸菌 15 株は全て CTX-M-15 で、 -:H21 であった。また、ST117 では CTX-M-14 産生株が

O45:H18、CTX-M-2 産生株が O109:H10、ST162 では CTX-M-14 産生株が O8:H19、CTX-M-65 産生株が O9:H21

と、それぞれ特定の遺伝子型と血清型の対応が認められた。 

ブロイラー鶏群由来サルモネラの薬剤耐性と種鶏場・孵化場における抗菌薬使用との関連性を調べる

ため、9 食鳥処理場で 129 鶏群の盲腸内容物からサルモネラを分離した。サルモネラは 116 鶏群

（89.9％、116株）から分離され、103株（88.8％）がSchwarzengrund、13株（11.2％）がManhattanで

あった。種鶏場と孵化場で抗菌薬を使用していない16鶏群（2施設）から分離されたサルモネラは10鶏

群（62.5％）で供試薬剤に感性であった。一方、種鶏場で TC と孵化場で SM もしくは KM を使用した 70

鶏群中 61鶏群（61株）から分離したサルモネラでは、60株（98.4％）が TC耐性を示した。孵化場で SM

を使用した 19 鶏群中 18 鶏群（18 株）から分離したサルモネラでは、17 株（94.4％）が SM 耐性、KM を

使用した51鶏群中43鶏群（43株）から分離したサルモネラでは、38株（88.4％）がKM耐性を示した。

このように、種鶏場・孵化場における抗菌薬使用は、ブロイラーに分布するサルモネラの薬剤耐性に関

与することが示唆された。 

Ａ．研究目的 

畜産物における薬剤耐性菌の汚染は、食品を介

して消費者へ伝播する危険性を有する重要な課題

である。本研究課題「ワンヘルスに基づく食品由

来薬剤耐性菌のサーベイランス体制の強化」では、

フードチェーンにおける薬剤耐性菌の実態および

その分布要因の解明を目的とする。これまでに、

国内の市販豚肉においてメチシリン耐性黄色ブド

ウ球菌（MRSA）が低率で分布していることを明ら

かにした。また、市販鶏肉における基質特異性拡
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張型 β-ラクタマーゼ（ESBL）産生大腸菌につい

ては、汚染菌量は概して低く季節性も認められな

かった。 

一方で、生産農場において飼育動物が保菌する

薬剤耐性菌が畜産物汚染の主要な要因であると考

えられることから、農場における耐性菌の保有状

況と抗菌薬使用実態との関連を明らかにすること

が重要である。そこで本研究では、対象とする畜

種および検体部位を適切に選定し、市販肉におけ

る全国規模の汚染実態モニタリングを実施する。

さらに、鶏肉におけるESBL産生大腸菌およびその

他の薬剤耐性菌の汚染要因を解明するため、種鶏

場、孵化場、肉用鶏農場、ならびに食鳥処理場を

対象として、飼育鶏およびと殺鶏の盲腸内容物と

鶏肉を採取し、ESBL 産生大腸菌およびサルモネラ

の汚染状況と遺伝子型を解析する。 

Ｂ．研究方法 

（１）市販肉からの MRSA の分離

国内の小売店で牛肉（10 検体）、豚肉（150 検

体：北海道・東北 49 検体、関東 40 検体、関西 19

検体、九州 42 検体）、鶏肉（105 検体：北海道・

東北19検体、関東30検体、関西14検体、九州42

検体）の計 265 検体を購入し、ホモジナイズバッ

グに入れた肉 25ｇに 6％NaCl 加 MHB 225ｍL を加

えて１分間ストマックし、37℃で 1 晩増菌培養後、

ポアメディア MRSAⅡへ塗抹した。分離株は薬剤感

受性およびゲノム解析を実施するため、-80℃で

保存した。

（２）鶏肉におけるESBL産生大腸菌の全国モニタ

リング

全国５地域（北海道、東北、中部、関西、九州）

の小売店で、国産鶏肉（ムネまたはモモ）100 検

体を購入した。鶏皮 25g+BPW25ml でストマックし

原液（50％乳剤）を作製した。原液 0.1ml を CTX-

ECC（５枚）培地へ接種して菌数を測定した。

50％乳剤をさらに5倍希釈（10倍希釈液）し37℃

で1晩増菌培養した培養液をCTX-ECC培地（2枚）

に 100μl ずつを塗抹して培養した。分離された

CTX 耐性大腸菌の薬剤感受性試験を実施した。分

離された CTX 耐性大腸菌の菌株はゲノム解析に供

するため、感染研薬剤耐性センターへ送付した。 

（３）ブロイラー群由来サルモネラの薬剤耐性と

種鶏場・孵化場における抗菌薬使用との関連性

2023 年 6 月～2025 年 10 月の間に北海道地方の

鶏肉生産者 1 社（食鳥処理場 1 施設：A）、東北地

方の鶏肉生産者 1 社（食鳥処理場 1 施設：B）及

び九州地方の鶏肉生産者 7 社（食鳥処理場 7 施

設：C～I）から計 129 鶏群（各群 5 羽）の盲腸内

容物を入手した。盲腸内容物の採取は各食鳥作業

日の最初に食鳥処理された鶏群を対象とした。各

羽の盲腸内容物 1g を 9mL の緩衝ペプトン水

（BPW）でボルテックス後乳剤とし、乳剤 2ml を
5羽分混合し（計 10ml）、37℃で 1日間前増菌培養

した。前増菌培養後の BPW の 1mL または 0.1 mL
をテトラチオン液体培地 10mL またはラパポー

ト・バシリアディス液体培地 10mL とそれぞれ混

合し、1 日間 42℃で増菌培養した。その後、培養

液の 1 白金耳をクロモアガー・サルモネラ培地お

よびXLD培地に塗布し、1日間 37℃で選択培養し

た。選択培地上にサルモネラを疑う集落が形成さ

れた場合には、各検体最大 4 集落を釣菌し、サル

モネラ免疫血清を用いて血清型を同定した。サル

モネラ免疫血清で凝集が認められなかった株は、

PCR 法を用いてサルモネラを判定した。盲腸内容

物からサルモネラが分離された鶏群を保菌群とし、

サルモネラが分離されなかった鶏群を非保菌群と

した。各鶏群の盲腸内容物検体から分離された各

検体の 1 血清型 1 株について薬剤感受性試験（12
薬剤：アンピシリン、セファゾリン、セフォタキ

シム、ストレプトマイシン、ゲンタマイシン、カ

ナマイシン、テトラサイクリン、ナリジクス酸、

シプロフロキサシン、コリスチン、クロラムフェ

ニコール及びトリメトプリム）を実施した。

（倫理面への配慮） 

特になし 

Ｃ．研究結果 

（１）市販肉からの MRSA の分離

MRSA は豚肉 150 検体中 1 検体（0.6%）から分離

された。鶏肉105検体および牛肉10検体からは分

離されなかった（表 1）。 

（２）鶏肉におけるESBL産生大腸菌の全国モニタ

リング

CTX 耐性大腸菌は国産鶏肉 100 検体中 52 検体か

ら分離された（表 2）。購入地別では、北海道で

20％（2/10）、東北で 8.3％（1/12）、中部（静

岡）で 52.9％（9/17）、関西 63.2％（12/19）お

よび九州で 66.7％（28/42）で、中部（静岡）の

陽性率は 50％以上であった。しかし、汚染菌量は、

2CFU/ｇ以下が大部分を占めた（表 3）。全体では、

ストレプトマイシンやテトラサイクリンに対する

耐性が 50％以上に認められた。東北以西ではカナ

マイシン耐性が高く、関西ではナリジクス酸とシ

プロフロキサシン耐性が低い傾向が認められた。

中部のサンプルでゲンタマイシン耐性（9.9％）

とコリスチン耐性（0.8％）が低率に認められた

（表 4）。メロペネムに対する耐性は認められな

かった。182株のゲノム解析結果、MLST型は17タ

イプ認められ、ST2792（25 検体、61 株）が最も

多く、次いで ST162（11 検体、22 株）、ST602（7

検体、15 株）、ST117（8検体、14 株）の順で認め

られた。

 前課題で季節変動を検討したCTX耐性大腸菌182

株（92 検体）のゲノム解析結果が感染研より提供

された。MLST型は24タイプ認められ、ST2792（25
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検体、61 株）が最も多く、次いで ST162（11 検体、

22 株）、ST117（8 検体、14 株）、ST602（7 検体、

15 株）の順で認められた。ST2792、ST117、およ

び ST162 は 4 店舗すべてで分離され、ST2792 は４

回以上分離された。ST602 は 2 店舗で分離された。

その他の ST 型は 1～2 回で認められた（図 1）。

ST2792（61 株）は全て CTX-M-2 であったが、血清

型は多様であった。ST602（15 株）は全て CTX-M-

15 で、 -:H21 であった。一方、ST117（14 株）と

ST162（22 株）は血清型ごとに ESBL 型が異なった。

CTX-M-14 産生 ST117 株の血清型は O45:H18 で、

CTX-M-2 産生 ST117 株の血清型は O109:H10 であっ

た。CTX-M-14産生ST162株の血清型はO8:H19で、

CTX-M-65 産生 ST162 株の血清型は O9:H21 であっ

た（表 5）。 

（３）ブロイラー群由来サルモネラの薬剤耐性と

種鶏場・孵化場における抗菌薬使用との関連性 
サルモネラは、129鶏群中 116鶏群（89.9％）の

盲腸内容物から分離された（表 6）。116 株のうち、

103株（88.8％）が Schwarzengrund、13株（11.2％）

が Manhattan であった。北海道地方の A 施設を経

営する生産者は、種鶏場と孵化場を所有し、どち

らの施設でも細菌感染症予防目的での抗菌薬使用

を行っておらず、分離株は 1 株を除く 9 株は供試

した抗菌薬に感性であった。一方、九州地方の I
施設を経営する生産者も種鶏場と孵化場を所有し、

どちらの施設でも細菌感染症予防目的での抗菌薬

使用を行っていなかったが、SM、KM 又は TC に

対する耐性率は、それぞれ 66.7％、33.3％又は

66.7％であった。 
九州地方の 3施設（D、E及び F）を経営する生

産者は、種鶏場で OTC、孵化場で KMを使用して

おり、分離株における SM と TC に共耐性を示す

割合は、D 施設が 100％、E 施設が 86.7％、F 施設

が 70.6％であった。なお、これら施設の分離株

（43 株）のＳＭ又はＫＭに対する耐性率は、それ

ぞれ 81.4％又は 88.4％であった。一方、C 施設を

経営する生産者、種鶏場で OTC、孵化場で DSM
を使用しており、分離株に TC 及び SM に共耐性

を示す割合は 94.4％であった。なお、ＳＭ又はＫ

Ｍに対する耐性率は、それぞれ 99.4％又は 33.3%
であった。 
また、九州地方の３施設（D、E及び F）に関し、

2023 年まで NA 耐性株は分離されなかったが、

2024 年以降分離され、さらに、九州由来株に関し、

SM 感性株は 2023 年まで分離されなかったが、

2024 年以降は 3 施設（D、F 及び G）から分離さ

れた。九州地方の食鳥処理場 6施設（C～H）から

調査 105 鶏群に対してブロイラー農場での飼育期

間における抗菌薬治療歴を入手したところ、フル

オロキノロン系抗菌薬使用が最も多く（16 鶏群：

15.2％）、次いでペニシリン系（13 鶏群：12.4％）、

ST合剤（2鶏群：1.9％）、第 1世代キノロン（1鶏
群：1.0％）の使用順であり、DSM、OTC、KMは

使用されていなかった。 

  

Ｄ．考察 

MRSA は、ヒトにおける敗血症の主要な起因菌の

一つとして知られ、薬剤耐性（AMR）対策アクシ

ョンプランにおいても低減目標が設定されている。

JVARM の調査によれば、国内養豚場における MRSA

汚染率は 2018 年の 8.3％から 2022 年には 29.6％

へと増加しており、主要な遺伝子型は ST398 であ

ることが報告されている（Kawanishi et al., 

2024）。本研究の 1 年目には、主要食肉（牛肉、

豚肉、鶏肉）を対象にMRSAの分離調査を実施した。

その結果、牛肉からはMRSAは分離されなかったこ

とから、以降は豚肉および鶏肉を中心にモニタリ

ングを行った。豚肉150検体中 1検体からMRSAが

分離されたのみであり、鶏肉からは分離されなか

った。また、前課題においては2021～2022年の国

内産豚肉における MRSA 陽性率は 4.1％（11/268）

と低率であったが、本研究で実施した 2024～2025

年の結果を集計しても、豚肉におけるMRSA陽性率

は依然として低い水準にとどまっている（1.4％、

3/207）。さらに、豚肉以外では鶏肉からの分離

は極めて少なく（0.7％、1/149）、牛肉62検体か

らはMRSAは検出されなかった。これらの結果は、

農場段階における汚染率の上昇にもかかわらず、

市販食肉へのMRSAの移行は限定的である可能性を

示唆している。この乖離の要因としては、と畜・

食鳥処理工程における衛生管理や交差汚染防止対

策が一定程度機能している可能性が考えられる。 

鶏肉における CTX 耐性大腸菌の汚染は季節性が

認められなかったことから、本研究では年間を通

じたサンプリングを実施した。昨年度に観察され

た「西高東低」の分布傾向を検証するため、東北、

中部（静岡）および関西で追加調査を行った。そ

の結果、陽性率は北海道で 20％（2/10）、東北で

8.3％（1/12）、中部（静岡）で 52.9％（9/17）、

関西で63.2％（12/19）、九州で66.7％（28/42）

となり、中部以西で高率となる「西高東低」の傾

向が再確認された。一方で、汚染菌量は大部分が

2 CFU/g 以下と低値であり、菌量に関しては地域

差が明確ではなかった。このことから、地域差は

主として「汚染の有無（陽性率）」に反映されて

おり、「汚染強度（菌量）」には必ずしも反映さ

れない可能性が示唆された。 

CTX 耐性以外の薬剤耐性プロファイルについて

は、ストレプトマイシンおよびテトラサイクリン

に対する耐性が全体として高率に認められた一方、

ゲンタマイシンおよびコリスチン耐性は低率であ

り、メロペネム耐性は検出されなかった。これら

の結果は、家禽生産における抗菌薬使用状況を一

定程度反映している可能性を示唆している。さら

に地域差に着目すると、東北以西ではカナマイシ

ン耐性が比較的高率であり、関西ではナリジクス

酸およびシプロフロキサシン耐性が低い傾向が認
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められた。しかし、これらの差異が飼養衛生管理

や抗菌薬使用の違いに起因するものかについては

現時点では明らかでなく、今後は分離株の遺伝子

型解析と統合した検討が必要である。 

一方、中部地方で実施した前課題で分離された

CTX 耐性大腸菌のゲノム解析では、MLST 型として

ST2792 が最も多く、4 店舗すべてから繰り返し分

離された。ST2792（61 株）はすべて CTX-M-2 産生

株であったが、血清型は多様であり、単一農場由

来ではなく、複数の起源を有する可能性が示唆さ

れた。さらに、ST602（15 株）はすべて CTX-M-15

産生株で血清型は -:H21 であった。また、ST117

では CTX-M-14 産生株が O45:H18、CTX-M-2 産生株

がO109:H10、ST162ではCTX-M-14産生株がO8:H19、

CTX-M-65 産生株が O9:H21 と、それぞれ特定の遺

伝子型と血清型の対応が認められた。これらの結

果は、一部の ST 型株が特定の ESBL 型と血清型で

分布している可能性を示唆する一方で、その起源

が限られた農場に由来するのか、あるいはブロイ

ラー生産体系内で広く拡散しているのかは明らか

ではない。したがって、全国調査で分離された

CTX 耐性大腸菌のゲノム解析を進めることで、こ

れらクローンの分布様式や伝播経路をより詳細に

解明できると考えられる。

 鶏肉由来サルモネラ株の SM、KM 及び TC に対す

る耐性率は高く、種鶏場および孵化場でこれら抗

菌薬を細菌感染症の予防に使用することが知られ

ている。そこで、食鳥処理場 8 施設の協力の盲腸

内容物由来サルモネラの薬剤耐性状況と孵化場及

び種鶏場における抗菌薬使用状況との関連性につ

いて 2023 年から継続的に調査しており、2025 年

から新たに 1 社（Ｉ施設）を追加した。調査の結

果、北海道地方において、種鶏場及び孵化場で細

菌感染症予防目的に抗菌薬を使用していないコマ

ーシャル（CM）農場から分離されるサルモネラの

ほとんどは感性であった。また、薬剤耐性率が高

いことが知られている九州地方であっても、種鶏

場及び孵化場で細菌感染症予防目的に抗菌薬を使

用していないCM農場であれば、他の九州地方の生

産者よりも、分離株の薬剤耐性率が低かった。一

方、種鶏場で OTC、孵化場で DSM もしくは KM を使

用している場合には、分離株は使用薬剤に対して

耐性を示した。また、孵化場で DSM を使用してい

る CM 農場からの分離株の KM 耐性率は 33.3％、KM

を使用している CM 農場からの分離株の KM 耐性率

（88.4％）よりも低かった。 

調査対象鶏群における抗菌薬治療状況と分離株

の薬剤耐性の関連性を解析するため、九州地方の

食鳥処理場 6 施設から、調査 105 鶏群に対するブ

ロイラー農場での抗菌薬治療歴を入手したが、

DSM、OTC、KM は使用されていなかった。以上の結

果から、サルモネラの薬剤耐性は、ブロイラー農

場で使用された抗菌薬ではなく、種鶏場や孵化場

で日常的に使用される抗菌薬に耐性を示す傾向が

あることが示唆された。 

Ｅ．結論 

市販食肉のMRSAに関して、養豚生産段階におけ

る汚染率の上昇にもかかわらず、市販豚肉への

MRSA の移行は現在のところ限定的であることが示

された。全国調査で分離した CTX 耐性大腸菌のゲ

ノム解析を進めて、限定的な地域での調査成績と

融合することで、国内のブロイラーにおける薬剤

耐性クローンの分布様式や伝播経路をより詳細に

解明して、薬剤耐性菌の拡散防止対策を構築する

必要がある。
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